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所収遺跡名 種　別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

籾木地下式横穴墓群 墓域 古墳時代 地下式横穴墓　３基

１号地下式横穴墓
鉄刀、鉄鏃、鉄斧、玉類
ゴホウラ製貝輪

被葬者の伏臥伸展葬
県内４例目のゴホウラ製貝
輪の出土

２号地下式横穴墓
刀子

大きく開口する羨門から短
い羨道を介した、平入りで
天井の低い玄室形態

３号地下式横穴墓
土師器坏

玄室内から行われた羨道閉
塞の可能性

要　　　　約

　籾木地下式横穴墓群は、九州山地の裾部に張り出した段丘面上に造営された古墳群である。同一段丘面において初出の

墓群であり、今回の調査で３基の地下式横穴墓を検出した。当該墓群の立地が、児湯地域と諸県地域を結ぶ陸上交通路の

出入口にあたることから、多様な文化が享受されてきたと考えられる。

　１号墓では、単体で埋葬された熟年男性が伏臥伸展葬であったことが特筆される。副葬品として、鉄刀、鉄鏃塊、鉄斧、

玉類、ゴホウラ製貝輪が玄室内から出土し、５世紀末葉の築造時期が考えられる。

　２号墓は、１号墓の東に近接して造営される。大きく開口した羨門から短い羨道を介する天井の低い平入りの玄室形態

は周辺では珍しい。老年男性が単体で埋葬されており、副葬品として玄室から刀子が出土した。築造時期は６世紀中葉頃

を想定している。なお、１号墓と２号墓の被葬者は、親子あるいは兄弟である可能性が示唆されている。

　３号墓では、玄室入口に設けた溝の存在から、木板などをはめ込むことで玄室を内側から閉塞したと考えている。若年

女性が単体で埋葬され、竪坑から土師器坏が出土した。築造時期については、６世紀初頭を考える。

　籾木地下式横穴墓群の調査成果は、周辺域の土地利用の領域、造墓、葬送の形態などで新知見を提供するに至った。
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